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　３月13日、老人保健福祉セ
ンターなどで「村のおとオープ
ンキャンバス」が開かれました。
　景観を楽しむ散策や絵手紙、
編み物などのイベントに幅広い
世代の方が参加し、交流を深め
ていました。



　

農
業
分
野
の
自
動
化
・
ス
マ
ー
ト
化
は
、

今
後
も
着
実
に
拡
大
す
る
分
野
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
労
働
力
不
足
の
解
消
や
所
得
の
向
上

に
向
け
て
、
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

　
ま
た
、
家
畜
ふ
ん
尿
の
適
正
処
理
対
策
と

し
て
民
設
民
営
方
式
で
検
討
を
進
め
て
お
り

ま
す
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
事
業
は
、
本
年
１
月

に
ノ
ン
フ
ァ
ー
ム
型
接
続
の
受
付
が
開
始
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
事
業
者
か
ら
接
続
検
討
の

申
込
み
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。今
後
は
、

北
電
か
ら
の
接
続
検
討
結
果
の
回
答
を
踏
ま

え
て
整
備
に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
事
業
化
に
つ
な
が
る
よ
う
所

要
の
支
援
を
検
討
し
ま
す
。

　
上
更
別
地
域
の
排
水
対
策
は
、
昨
年
度
か

ら
国
営
か
ん
が
い
排
水
対
策
事
業
新
更
別
地

区
と
し
て
地
区
調
査
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

調
査
完
了
後
の
早
期
着
工
に
向
け
国
と
連
携

し
な
が
ら
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
１
級
河
川
サ
ラ
ベ
ツ
川
の
局
部
改

修
も
早
期
着
工
に
向
け
要
望
を
継
続
し
ま
す
。

　
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
の
対
策
と

し
て
、「
道
営
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
」
に

よ
り
鳥
獣
害
防
護
柵
の
整
備
を
進
め
る
ほ

か
、
農
協
と
連
携
し
、
捕
獲
従
事
者
育
成
や

被
害
防
止
資
材
導
入
助
成
を
行
い
、
農
作
物

な
ど
の
被
害
防
止
に
努
め
ま
す
。

　
担
い
手
の
育
成
対
策
は
、
村
農
業
担
い
手

育
成
セ
ン
タ
ー
が
主
体
と
な
り
農
業
後
継
者

の
育
成
支
援
を
図
る
ほ
か
、
農
業
実
習
生
の

育
成
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
担
い

手
推
進
員
を
配
置
し
相
談
窓
口
の
開
設
や
農

業
後
継
者
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
パ
ー
ト
ナ
ー

対
策
を
推
進
し
ま
す
。

◆
排
水
処
理
対
策

　
公
共
下
水
道
と
集
落
排
水
施
設
は
、
衛
生

的
で
快
適
な
生
活
と
水
質
保
全
を
図
る
た

め
、
適
正
管
理
に
努
め
施
設
の
長
寿
命
化
に

向
け
た
改
修
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
個
別
排
水
処
理
施
設
は
、
農
村
部
な
ど
の

水
洗
化
を
目
的
に
、
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

◆
道
路
網
の
整
備

　
村
道
は
産
業
の
振
興
や
生
活
基
盤
に
寄
与

す
る
た
め
、
計
画
的
な
維
持
管
理
・
改
修
・

整
備
を
進
め
ま
す
。

　
橋
り
ょ
う
は
安
全
と
維
持
を
図
る
た
め
、

点
検
調
査
と
計
画
的
な
改
修
を
進
め
ま
す
。

　
国
道
や
道
道
は
交
通
安
全
対
策
や
維
持
管

理
な
ど
を
引
き
続
き
強
く
要
望
し
ま
す
。

◆
公
共
交
通
機
関
の
確
保

　
村
内
の
公
共
交
通
は
、
い
わ
ゆ
る
交
通
弱

者
の
方
の
移
動
手
段
と
し
て
「
村
民
バ
ス
」

を
運
行
し
て
い
ま
す
。
近
年
、
個
別
の
要
望

が
増
加
し
て
い
る
ほ
か
、
運
転
免
許
返
納
者

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
本
村
に
適
し

た
新
た
な
交
通
体
系
の
構
築
に
向
け
「
農
村

地
区
予
約
運
行
型
タ
ク
シ
ー
」
な
ど
の
実
証

実
験
を
実
施
し
ま
し
た
。
本
年
は
実
験
の
分

析
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
、
農
村
地
区
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
の
導
入
や
市
街
地
を
循
環
す
る

村
民
バ
ス
の
増
便
な
ど
に
取
り
組
み
、
村
内

公
共
交
通
環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

◆
情
報
通
信
の
環
境
整
備

　
農
村
地
区
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
整
備
は

令
和
４
年
度
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
開
始
に

便
利
に
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

向
け
て
工
事
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
事

業
が
円
滑
に
進
む
よ
う
事
業
主
体
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ

東
日
本
と
の
連
携
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
５
Ｇ
時
代
の
到
来
を
見
据
え
た
高

速
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
・
充
実
に
向
け
、

関
連
企
業
と
の
協
議
や
調
査
研
究
な
ど
に
取

り
組
み
ま
す
。

◆
農
業
基
盤
の
整
備

　

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
加
速
す
る
中

で
、
農
業
を
安
定
的
に
持
続
さ
せ
る
た
め
に

は
、
い
か
な
る
国
際
状
況
下
に
あ
っ
て
も
、

次
代
を
担
う
後
継
者
の
方
々
が
希
望
を
持
っ

て
継
承
で
き
る
本
村
農
業
を
守
る
こ
と
が
何

よ
り
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、「
快
適

で
魅
力
あ
る
農
村
づ
く
り
」
の
実
現
を
目
指

し
て
各
種
施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
農
作
物
の
生
産
性
の
向
上
と
農
作
業
の
合

理
化
を
図
る
た
め
「
道
営
畑
地
帯
総
合
整
備

事
業
」
を
推
進
し
、
堆
肥
投
入
助
成
の
「
土

づ
く
り
推
進
事
業
」
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

　
酪
農
・
畜
産
対
策
は
、「
畜
産
ク
ラ
ス
タ

ー
事
業
」
に
よ
り
良
質
な
自
給
飼
料
の
確
保

を
推
進
す
る
自
力
草
地
更
新
事
業
を
は
じ
め

と
す
る
経
営
支
援
策
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

　
ス
マ
ー
ト
農
業
関
係
は
、
無
人
ロ
ボ
ッ
ト

ト
ラ
ク
タ
ー
の
走
行
や
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
農

薬
散
布
な
ど
、
研
究
課
題
の
実
装
に
取
り
組

む
「
未
来
技
術
社
会
実
装
事
業
」
が
３
年
目

を
迎
え
、
構
成
団
体
な
ど
の
協
力
の
も
と
、

研
究
の
成
果
が
本
村
農
業
の
発
展
に
資
す
る

よ
う
努
め
ま
す
。

産
業
が
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

な
ら
で
は
の
観
光
資
源
を
有
効
に
活
用
し
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
蔓
延
防
止
に
万

全
を
期
し
な
が
ら
関
係
人
口
の
増
加
に
努
め

ま
す
。

　
ど
ん
ぐ
り
公
園
で
は
、
老
朽
化
し
た
木
製

遊
具
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
着
手
し
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
活
性
化
を
始
め
特
産
品
の

Ｐ
Ｒ
や
交
流
の
機
会
と
し
て
、
さ
ら
べ
つ
大

収
穫
祭
、
す
も
も
の
里
ま
つ
り
、
全
日
本
マ

マ
チ
ャ
リ
耐
久
レ
ー
ス
な
ど
、
本
村
な
ら
で

は
の
イ
ベ
ン
ト
に
支
援
を
継
続
す
る
よ
う
考

え
て
お
り
ま
す
が
、
感
染
症
対
策
を
第
一
に

考
え
状
況
に
応
じ
て
柔
軟
に
対
応
し
ま
す
。

◆
起
業
の
支
援
と
雇
用
の
創
出

　
起
業
支
援
で
は
、
地
方
創
生
の
取
り
組
み

に
よ
り
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
創
出
さ

れ
、
本
村
で
も
意
欲
あ
る
人
材
や
新
た
な
活

動
が
芽
生
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
の
取
り
組

み
に
よ
り
新
た
な
企
業
の
本
村
へ
の
進
出
が

期
待
さ
れ
る
た
め
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
と

の
連
携
に
よ
る
創
業
塾
を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
し
、
新
た
な
「
し
ご
と
」
の
創
出
に
向
け

て
起
業
支
援
を
強
化
し
ま
す
。

　
雇
用
対
策
に
は
、
企
業
な
ど
の
人
手
不
足

を
解
消
す
る
た
め
、無
料
職
業
紹
介
事
業「
地

方
版
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」
を
継
続
実
施
し
、
村

内
の
潜
在
的
な
就
業
希
望
者
の
掘
り
起
こ
し

や
移
住
希
望
者
と
企
業
の
結
び
付
け
を
行
う

ほ
か
、「
地
元
雇
用
促
進
事
業
」
と
「
外
国

人
雇
用
対
策
事
業
」
を
継
続
し
て
雇
用
支
援

を
行
い
ま
す
。

◆
林
業
の
育
成

　
森
林
の
整
備
は
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
の

み
な
ら
ず
、
国
土
の
保
全
や
水
源
の
涵
養
、

快
適
な
生
活
環
境
の
創
出
に
つ
な
が
る
た

め
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
「
公
費

造
林
等
推
進
事
業
」
を
継
続
し
、
森
林
所
有

者
の
施
業
意
欲
を
高
め
な
が
ら
森
林
の
保
全

に
努
め
ま
す
。

◆
商
工
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
振
興

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
蔓
延
防
止

に
伴
う
消
費
動
向
の
変
化
に
よ
っ
て
、
飲
食

店
を
中
心
に
大
き
な
影
響
を
受
け
、
感
染
状

況
の
推
移
に
よ
っ
て
は
引
き
続
き
厳
し
い
状

況
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
商
工
事
業
者
は
地
域

の
雇
用
を
担
う
ほ
か
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
場
を
形
成
す
る
重
要
な
役
割
を
持
っ
て
お

り
、
経
営
の
持
続
化
・
安
定
化
に
向
け
、
所

要
の
対
策
を
実
施
し
ま
し
た
。
刻
一
刻
と
状

況
が
変
化
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
が
、

今
後
も
事
業
者
の
方
々
の
声
を
聴
き
、
適
宜

対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
既
存
事
業
者
の
新
た
な
事

業
展
開
等
や
新
規
開
業
者
へ
の
支
援
を
行
う

た
め
「
ふ
る
さ
と
創
生
基
金
事
業
」
を
継
続

し
て
実
施
す
る
ほ
か
、
消
費
者
の
購
買
意
欲

を
喚
起
し
つ
つ
地
元
購
買
を
推
進
す
る
「
商

工
業
活
性
化
事
業
」
を
継
続
し
ま
す
。

◆
観
光
関
連
の
Ｐ
Ｒ

　
サ
ー
キ
ッ
ト
場
を
は
じ
め
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場
や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、
農
村
公
園
大
型

遊
具
の
ほ
か
、
す
も
も
の
里
、
霧
氷
の
撮
影

ス
ポ
ッ
ト
な
ど
自
然
の
中
で
楽
し
め
る
本
村

◆
生
活
環
境
の
整
備

　
住
民
の
生
活
や
産
業
・
経
済
活
動
を
支
え

る
基
盤
で
あ
る
土
地
の
利
用
は
、
自
然
や
美

し
い
景
観
を
大
切
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
と
、

効
果
的
な
利
活
用
の
調
和
を
目
指
し
、
関
係

法
令
や
各
種
計
画
に
基
づ
い
た
利
用
を
推
進

し
ま
す
。

◆
住
宅
・
宅
地
の
供
給

　
住
宅
取
得
に
よ
る
本
村
へ
の
定
住
化
の
促

進
に
向
け
て
昨
年
追
加
分
譲
し
た
「
コ
ム
ニ

団
地
」
２
区
画
は
完
売
と
な
り
ま
し
た
。
更

に
造
成
を
進
め
て
い
た
「
新
コ
ム
ニ
団
地
」

一
般
住
宅
分
24
区
画
も
、
本
年
１
月
か
ら
分

譲
先
行
受
付
を
開
始
し
、
２
月
末
現
在
で
12

区
画
が
予
約
済
の
状
況
で
す
。今
後
と
も「
新

コ
ム
ニ
団
地
」
の
販
売
促
進
に
努
め
、
更
な

る
分
譲
計
画
に
関
し
て
は
、「
新
コ
ム
ニ
団

地
」
の
販
売
状
況
や
村
内
外
の
需
要
動
向
を

見
極
め
つ
つ
検
討
し
ま
す
。

　
ま
た
、
上
更
別
市
街
の
分
譲
地
は
管
理
す

る
民
間
事
業
者
と
の
連
携
を
継
続
し
ま
す
。

　
住
宅
建
設
・
改
修
な
ど
へ
の
支
援
は
、
太

陽
光
発
電
設
備
を
含
め
た
制
度
に
改
正
し
、

定
住
人
口
の
確
保
・
増
加
を
図
り
、
公
営
住

宅
は
、
引
き
続
き
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め

ま
す
。

◆
上
水
道
の
安
定
供
給

　
施
設
の
保
全
と
水
の
安
定
供
給
の
た
め
、

道
営
事
業
を
活
用
し
た
老
朽
管
路
な
ど
の
更

新
に
取
り
組
む
ほ
か
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

部
か
ら
の
流
出
が
現
れ
始
め
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が
加
速

す
る
地
域
社
会
の
在
り
方
に
も
影
響
を
及
ぼ

し
始
め
、
現
に
本
村
へ
の
転
入
者
数
が
前
年

よ
り
増
加
す
る
と
と
も
に
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
い
っ
た
新
た
な
動
き
も
出
て
き
て
お
り

ま
す
。
社
会
環
境
を
取
り
巻
く
変
化
に
も
対

応
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
検
討
し
、
必
要
な
施

策
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
　
内
の
喫
緊
の
課
題
と
し
て
、
大
型
明

　
　
　
渠
排
水
事
業
や
河
川
改
修
、
土
地
改

良
な
ど
の
農
業
の
基
盤
整
備
事
業
、
国
営
・

道
営
畑
総
事
業
の
推
進
、
農
村
地
区
の
光
フ

ァ
イ
バ
ー
網
の
整
備
や
高
齢
者
の
移
動
手
段

の
確
保
な
ど
に
鋭
意
取
り
組
み
ま
す
。

　
中
長
期
的
な
課
題
は
、
国
や
企
業
・
研
究

機
関
と
連
携
し
、
最
先
端
技
術
の
活
用
と
規

制
の
緩
和
に
よ
り
住
民
目
線
で
課
題
解
決
を

図
る
「
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
」
の
区
域
指

定
に
向
け
、
20
年
後
30
年
後
も
豊
か
で
持
続

可
能
な
更
別
村
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
脅
威
が
世
界

　
　
　
中
の
社
会
経
済
に
対
し
て
甚
大
な
る

影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
ま
す
が
、
村
と
し
て

も
こ
れ
ま
で
の
拡
大
・
ま
ん
延
防
止
策
に
加

え
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
円
滑
か
つ
確
実
な
実

施
に
向
け
て
医
療
・
保
健
関
係
機
関
と
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
「
密
」
を
避
け
つ

つ
経
済
を
回
す
た
め
に
、在
宅
勤
務
が
増
え
、

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
や
ウ
ェ
ブ
会
議
の
積
極
的
な
活
用
が

求
め
ら
れ
、
情
報
通
信
分
野
の
変
革
が
更
に

進
展
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
動
き
へ
の
対
応

と
し
て
、
５
Ｇ
を
核
と
し
た
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ

を
駆
使
し
た
未
来
技
術
実
装
社
会
「
ソ
サ
エ

テ
ィ
５・
０
」
へ
の
積
極
的
な
参
画
を
一
層

加
速
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
は
こ
れ
ま
で
の
仕
事
と

住
環
境
と
の
関
係
を
根
底
か
ら
覆
す
よ
う
な

価
値
観
の
変
革
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
具
体

的
に
は
、
人
口
が
集
中
す
る
都
市
部
を
離
れ

て
地
域
へ
の
移
住
を
求
め
る
と
い
っ
た
都
市

新

村
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人
生
の
最
後
ま
で
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
住
民

や
事
業
者
と
の
連
携
・
協
働
に
よ
る
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
推
進
し
ま
す
。

◆
障
が
い
者（
児
）福
祉
の
向
上

　
健
康
相
談
や
乳
幼
児
健
診
に
よ
り
障
が
い

の
早
期
発
見
に
努
め
、
必
要
な
支
援
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
相
談
業
務
を
充
実
さ
せ
、
各
種

支
援
制
度
の
活
用
や
情
報
提
供
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、「
第
５
期
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
計

画
」
に
基
づ
き
、
地
域
に
お
い
て
自
立
し
た

日
常
生
活
や
社
会
生
活
を
営
め
る
よ
う
、
民

間
法
人
や
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
て
、

高
齢
者
・
障
が
い
者
・
子
ど
も
な
ど
誰
も
が

相
互
に
個
性
を
尊
重
し
合
え
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

　
「
さ
ら
べ
つ
版
生
涯
活
躍
の
ま
ち
構
想
」

は
、「
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
の
居
場
所
づ
く
り
」や「
就

労
カ
フ
ェ
」
に
つ
な
げ
る
た
め
、
老
人
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
で
の
カ
フ
ェ
運
営
を

継
続
的
に
行
う
な
ど
各
種
事
業
の
推
進
に
努

め
ま
す
。

◆
医
療
費
な
ど
の
抑
制
推
進

　
本
村
の
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
１
人

あ
た
り
の
療
養
諸
費
は
、
全
道
で
も
有
数
の

低
さ
に
あ
り
ま
す
が
、
医
療
の
高
度
化
や
重

症
化
後
の
診
療
な
ど
で
医
療
給
付
費
が
増
大

し
、
介
護
給
付
費
も
認
定
者
数
の
増
加
で

年
々
増
大
し
て
い
ま
す
。
各
種
健
診
の
受
診

率
向
上
や
、
生
活
習
慣
病
予
防
へ
の
指
導
と

疾
病
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
、
介
護
予
防

教
室
の
充
実
に
努
め
、
医
療
給
付
費
や
介
護

給
付
費
の
抑
制
へ
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
通
学
路
の
安
全
確
保
は
、
村
生
活
安
全
推

進
協
議
会
と
連
携
し
「
通
学
路
の
合
同
点
検
」

を
実
施
し
、
安
全
に
通
学
で
き
る
よ
う
交
通

安
全
施
設
な
ど
の
維
持
改
善
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
防
犯
の
意
識
づ
く
り
の
た
め
、
住

民
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
イ
ベ
ン
ト
時
や

歳
末
の
巡
回
指
導
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

◆
美
し
い
村
づ
く
り
の
実
現

　
村
環
境
美
化
推
進
協
議
会
と
連
携
し
「
ク

リ
ー
ン
作
戦
」
や
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
な

ど
を
実
施
す
る
ほ
か
、
行
政
区
な
ど
の
清
掃

活
動
や
環
境
整
備
を
推
進
し
、
自
然
や
景
観

の
保
全
・
環
境
美
化
に
努
め
ま
す
。

　
ご
み
処
理
は
、「
第
３
期
更
別
村
ご
み
処

理
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
適
正
な
分
別
と

効
率
的
な
収
集
運
搬
を
行
い
、
ご
み
の
減
量

化
と
資
源
化
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
は
資
源

物
の
回
収
に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
、

施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

◆
環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り

　
地
球
温
暖
化
対
策
を
目
的
と
し
た
「
第
５

期
更
別
村
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」
に

基
づ
き
、
温
室
効
果
ガ
ス
総
排
出
量
を
削
減

す
る
た
め
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
製
品
の
購

入
や
電
気
・
燃
料
使
用
の
節
減
に
よ
り
、
省

資
源・省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

◆
子
育
て
支
援
の
充
実

　
子
ど
も
を
安
心
し
て
生
み
育
て
ら
れ
る
よ

う
、
多
子
世
帯
へ
の
保
育
料
軽
減
事
業
や
副

食
費
の
無
償
化
事
業
を
継
続
し
ま
す
。

　
妊
婦
・
乳
幼
児
の
各
種
健
診
事
業
の
実
施

や
特
定
不
妊
治
療
費
に
対
す
る
助
成
の
ほ

か
、
新
生
児
へ
の
聴
覚
検
査
の
費
用
に
対
す

る
助
成
を
実
施
し
ま
す
。

　
妊
娠
・
出
産
・
育
児
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
な
ど
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
総
合
窓
口
「
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
は
、
保
健

師
の
ほ
か
発
達
支
援
相
談
員
・
助
産
師
・
栄

養
士
を
配
置
し
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
の

切
れ
目
な
い
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
第
２
期
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、
関
係
機
関
・
団
体

と
連
携
を
図
り
、
各
種
子
育
て
支
援
策
の
推

進
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
移
住
・
定
住
の
情
報
発
信
と
支
援

　
情
報
発
信
は
、
広
報
紙
や
チ
ラ
シ
の
ほ
か
、

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
な
ど
多
様
な
手
段
に

よ
り
各
種
情
報
が
行
き
届
く
よ
う
努
め
ま
す
。

　
移
住
促
進
は
、
新
栄
町
の
定
住
化
促
進
住

宅
の
内
外
装
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
子
育
て
世

代
や
地
方
で
の
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
目
指
す

方
な
ど
、
本
村
へ
の
移
住
に
関
心
を
寄
せ
る

方
の
定
住
に
向
け
て
利
用
促
進
に
努
め
ま
す
。

◆
地
方
創
生
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
は
、
各
地
域
の
主
体

的
な
活
動
が
重
要
で
あ
り
、
行
政
区
や
各
種

団
体
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

◆
健
康
づ
く
り
へ
の
意
識
向
上

　
心
身
と
も
に
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
村
づ
く

り
を
目
指
す
た
め
、
特
定
健
診
や
若
い
世
代

を
含
め
た
各
種
健
診
の
積
極
的
な
受
診
勧
奨

を
行
い
、
健
診
率
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
村
民
の
健
康
を
守
る
た
め
、
乳

幼
児
に
対
す
る
各
種
予
防
接
種
や
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助
成
、
風
し
ん
抗
体

検
査
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
防
止
に
引
き
続
き
努
め
、
４
月
以
降
に
開

始
さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
、
村
国
保
診

療
所
と
協
力
し
接
種
体
制
を
確
保
し
て
取
り

組
み
ま
す
。

◆
安
定
し
た
医
療
の
確
保

　
国
保
診
療
所
は
、
医
療
法
人
北
海
道
家
庭

医
療
学
セ
ン
タ
ー
か
ら
医
師
と
作
業
療
法
士

の
派
遣
を
受
け
て
運
営
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
で
も
医
療
機
関
と
し
て
の
社
会
的
責
任

を
果
た
せ
る
よ
う
、
患
者
と
職
員
の
感
染
リ

ス
ク
を
防
ぎ
な
が
ら
村
民
が
安
心
で
き
る
医

療
体
制
を
構
築
し
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
患
者
に
寄
り
添
っ
た

医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
、
乳
幼
児
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
広
く
村
民
に
信
頼
さ
れ
る

診
療
所
づ
く
り
を
目
指
し
、
将
来
に
向
け
て

安
定
し
た
地
域
医
療
を
継
続
し
て
い
く
た
め

に
、
医
師
や
医
学
生
の
研
修
受
入
に
積
極
的

な
支
援
・
協
力
を
行
い
ま
す
。

　
疾
病
の
予
防
に
関
す
る
情
報
の
普
及
に
よ

る
健
康
寿
命
の
延
伸
に
努
め
な
が
ら
、
高
齢

見
や
知
恵
を
出
し
合
う
場
と
な
る
行
政
区
懇

談
会
や
出
前
宅
配
便
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　
令
和
４
年
９
月
１
日
に
迎
え
る
開
村
75
周

年
の
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
「
更
別
村

七
十
五
年
史
」
の
編
さ
ん
作
業
を
進
め
て
お

り
ま
す
。
村
の
歴
史
や
特
性
に
関
す
る
情
報

を
広
く
発
信
し
、
明
日
の
村
づ
く
り
の
足
が

か
り
と
な
る
よ
う
努
め
ま
す
。

◆
効
率
的
・
効
果
的
な
行
財
政
運
営

　
多
様
化
す
る
行
政
ニ
ー
ズ
や
社
会
情
勢
の

変
化
に
伴
う
新
た
な
行
政
課
題
に
柔
軟
に
対

応
し
、
限
ら
れ
た
職
員
数
で
効
果
的
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
組
織
機
構
の

見
直
し
を
図
る
ほ
か
、
今
後
も
安
定
し
た
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
、
人
材
の

確
保
を
計
画
的
に
推
進
す
る
定
員
管
理
計
画

の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
る
税
収
や
地
方
交
付
税
の
減
少
な
ど
、
地

方
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
が
続
く
と
見
込
ま
れ
ま
す
。
課
題

に
柔
軟
に
対
応
し
、
総
合
計
画
に
基
づ
く
さ

ま
ざ
な
な
施
策
を
着
実
に
実
施
す
る
た
め
、

中
長
期
的
な
収
支
の
見
通
し
を
踏
ま
え
た
計

画
的
な
財
政
運
営
に
努
め
、
限
ら
れ
た
財
源

の
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
活
用
、
事
業
内
容

の
精
査
、
コ
ス
ト
意
識
の
徹
底
に
よ
り
健
全

財
政
の
維
持
を
図
り
ま
す
。

　

公
共
施
設
は
長
期
的
な
視
点
に
よ
る
更

新
・
統
廃
合
・
長
寿
命
化
な
ど
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
基

づ
く
計
画
的
な
維
持
管
理
に
よ
り
経
費
の
削

減
に
努
め
ま
す
。

心
身
の
健
康
を
支
え
る
ま
ち
づ
く
り

◆
防
災
力
の
向
上

　
村
民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
に
、
防
災
意
識
の
向
上
に
努
め
、
生
命

と
財
産
を
守
る
た
め
、
避
難
所
運
営
訓
練
の

実
施
な
ど
に
よ
り
、
総
合
的
な
防
災
体
制
の

確
立
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

対
策
に
配
慮
し
た
避
難
所
開
設
・
運
営
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
内
容
を
常
に
確
認
し
、
避
難
所
で

の
感
染
防
止
の
徹
底
を
図
る
た
め
必
要
な
物

品
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

◆
消
防
・
救
急
体
制
の
充
実

　
大
規
模
・
多
様
化
す
る
各
種
災
害
に
対
応

す
る
た
め
、
広
域
消
防
相
互
応
援
の
即
応
体

制
充
実
と
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を
図

り
、
訓
練
・
検
証
を
重
ね
、
活
動
体
制
や
災

害
対
応
能
力
の
充
実
強
化
に
努
め
ま
す
。

　
専
門
化
・
高
度
化
す
る
救
急
業
務
に
対
応

す
る
た
め
、
各
種
規
程
や
プ
ロ
ト
コ
ル
の
習

熟
と
遵
守
を
徹
底
し
、
迅
速
か
つ
的
確
な
観

察
・
処
置
や
傷
病
者
な
ど
へ
の
接
遇
な
ど
総

合
的
な
救
急
対
応
能
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

◆
交
通
事
故
・
犯
罪
の
な
い
ま
ち
づ
く
り

　
十
勝
管
内
の
交
通
事
故
発
生
件
数
は
減
少

傾
向
で
す
が
、
死
亡
者
数
は
増
加
し
て
お
り
、

引
き
続
き
交
通
安
全
の
推
進
に
向
け
取
り
組

み
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
後
も
関

係
機
関
な
ど
と
協
力
し
、
街
頭
指
導
や
交
通

安
全
教
室
な
ど
の
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

安
心
し
て
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

人
が
育
つ
ま
ち
づ
く
り

知
恵
を
出
し
合
う
ま
ち
づ
く
り

化
社
会
へ
の
対
応
と
し
て
、
患
者
情
報
共
有

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
医
療
と
介
護
関
係
者

の
連
携
の
促
進
を
図
る
こ
と
で
質
の
高
い
医

療
を
提
供
し
、
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
連
携
し
た
患
者
の
希
望
に

こ
た
え
る
医
療
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

や
歯
科
診
療
所
の
訪
問
歯
科
診
療
と
連
携
し

た
訪
問
診
療
事
業
な
ど
に
よ
り
、
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
中
で
医
療
分
野
の
役
割
を

果
た
す
よ
う
努
め
ま
す
。

◆
地
域
で
支
え
合
う
福
祉

　
福
祉
の
村
の
実
現
に
は
地
域
課
題
を
全
村

民
で
共
有
し
、
支
え
、
助
け
合
う
と
い
う
共

通
認
識
を
も
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
た
め
に
、
地
域
を

構
成
す
る
各
種
団
体
、
事
業
所
、
社
会
福
祉

法
人
等
と
の
連
携
に
努
め
、
地
域
で
支
え
合

う
体
制
づ
く
り
を
進
め
、
地
域
福
祉
を
担
う

人
材
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
高
齢
者
福
祉
の
推
進

　
本
村
の
高
齢
化
率
は
30
％
を
超
え
、
要
支

援
・
要
介
護
の
認
定
者
数
や
介
護
給
付
費
の

増
加
が
予
想
さ
れ
、
在
宅
介
護
へ
の
支
援
対

応
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
各
種
予
防
事
業
や
健
康
教
室
、
生
き
が
い

づ
く
り
な
ど
へ
の
参
加
に
よ
る
健
康
寿
命
の

延
伸
や
、
生
涯
現
役
で
活
躍
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
介
護
予
防
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
医
療
や
介
護
が
必
要
と
な
っ
て
も

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を

　
活
動
の
拠
点
と
な
る
行
政
区
会
館
は
、
必

要
に
応
じ
た
修
繕
を
実
施
し
、
計
画
的
か
つ

経
済
的
な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

　
住
民
・
地
域
の
活
動
を
促
進
す
る
「
住
民
協

働
パ
ー
ト
ナ
ー
事
業
」
や
「
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
事
業
」
を
推
進
し
、
住
民
と
行
政
が
力

を
合
わ
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
地
方
創
生
の
取
り
組
み
で
は
、
ま
ち
づ
く

り
や
地
域
で
の
活
動
に
軸
足
を
移
し
た
人
材

育
成
事
業
を
実
施
し
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

の
担
い
手
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
さ
ら
べ
つ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
」
は
、

調
査
結
果
や
協
議
会
で
の
意
見
な
ど
を
踏
ま

え
た
計
画
を
策
定
し
、
既
存
の
集
客
施
設
と

市
街
地
の
活
性
化
や
「
ま
ち
の
え
き
」
構
想

に
よ
る
誘
客
の
好
循
環
な
ど
を
位
置
付
け
、

ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た「
未
来
技
術
等
社
会
実
装
事
業
」は
、

企
業
や
研
究
機
関
と
連
携
し
、
実
証
実
験
に

引
き
続
き
取
り
組
む
ほ
か
、
事
業
を
推
進
す

る
「
ス
マ
ー
ト
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
協
議

会
」
と
連
携
し
、
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
の

区
域
指
定
に
向
け
て
、
理
解
の
拡
大
に
努
め

ま
す
。

◆
将
来
を
担
う
世
代
へ
の
支
援

　
将
来
を
担
う
世
代
の
方
の
結
婚
や
家
庭
を

築
く
意
識
の
醸
成
に
向
け
て
、
側
面
的
な
支

援
に
努
め
、「
更
別
村
結
婚
新
生
活
支
援
事

業
」
を
創
設
し
、
婚
姻
に
伴
う
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

◆
広
報
・
広
聴
の
充
実

　
住
民
と
行
政
が
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
、
意
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康
に
関
す
る
活
動
の
実
践
を
促
し
ま
す
。

　
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
・
生
徒

１
人
ひ
と
り
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
各
学
校
の
実

情
に
応
じ
た
体
制
で
継
続
し
て
配
置
し
、
持

て
る
力
を
高
め
る
た
め
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
多
感
な
子
ど
も
た
ち
の
心
の
在
り

様
な
ど
の
問
題
と
向
き
合
い
、
ケ
ア
に
あ
た

る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
引
き
続
き
活

用
し
、相
談
支
援
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
持
続
可
能
で
効
果
的
な
教
育
活
動
を
行
う

た
め
、
国
で
定
め
る
指
針
は
も
と
よ
り
、
道

や
村
の
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

教
職
員
の
働
き
方
改
革
を
推
進
し
ま
す
。

　
中
学
校
校
舎
は
耐
力
度
調
査
の
結
果
な
ど

を
踏
ま
え
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
替
と

合
わ
せ
て
整
備
の
方
向
性
を
検
討
し
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
は
、
地
域
の

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
の
も
と
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
熟
議
も
活
発
に

行
わ
れ
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
示
す
「
目

指
す
子
供
の
姿
」
の
確
立
に
至
り
ま
し
た
。

今
後
は
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
地

域
総
が
か
り
で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
取
り

組
み
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

◆
幼
児
教
育
の
充
実

　
義
務
教
育
や
そ
の
後
の
教
育
の
基
礎
を
培

う
も
の
と
し
て
、
健
や
か
な
成
長
の
た
め
の

教
育
環
境
を
整
え
、
特
性
を
踏
ま
え
て
心
身

の
発
達
を
助
長
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
安
定
し
た
情
緒
の
も
と
で
自
己
を
十
分
に

発
揮
で
き
る
よ
う
幼
児
の
主
体
的
な
活
動
を

促
し
、
小
学
校
教
育
と
の
円
滑
な
接
続
と
幼

　
　
　
Ｃ
Ｔ
技
術
の
急
速
な
進
化
に
よ
り
、

　
　
　
端
末
１
つ
あ
れ
ば
グ
ロ
ー
バ
ル
な
空

間
と
手
軽
に
つ
な
が
り
合
え
る
社
会
、
ワ
ー

ク
ス
タ
イ
ル
が
次
々
と
生
み
出
さ
れ
、
私
た

ち
の
生
活
環
境
は
否
応
な
し
に
変
化
へ
の
対

応
が
求
め
ら
れ
る
時
代
と
な
り
ま
し
た
。

　
１
年
先
の
予
測
す
ら
困
難
な
情
報
社
会
の

大
き
な
う
ね
り
の
中
、
自
分
の
良
さ
や
可
能

性
を
認
識
し
、
多
様
な
人
々
と
協
働
し
な
が

ら
さ
ま
ざ
ま
な
な
社
会
的
変
化
を
乗
り
越

え
、
豊
か
な
人
生
を
切
り
拓
く
た
め
の
教
育

課
程
の
実
現
が
重
要
で
す
。

　
創
造
性
を
備
え
、
持
続
可
能
な
社
会
の
創

り
手
と
な
る
未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
生
き

る
力
を
育
む
た
め
、
目
指
す
資
質
・
能
力
の

育
成
を
明
確
に
し
な
が
ら
、
発
達
段
階
や
１

人
ひ
と
り
の
特
性
な
ど
に
応
じ
た
偏
り
の
な

い
計
画
的
な
教
育
活
動
の
展
開
を
図
り
、
ふ

る
さ
と
へ
の
愛
着
や
誇
り
を
育
む
ふ
る
さ
と

教
育
の
一
層
の
推
進
が
、
本
村
の
持
続
的
発

展
に
繋
が
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
更
別
村
教
育
委
員
会
で
は
、
総
合
教
育
大

◆
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保

　
大
規
模
な
災
害
や
火
災
な
ど
に
対
し
、
児

童
・
生
徒
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
防
災

上
必
要
な
教
育
の
充
実
、
教
職
員
の
対
応
力

向
上
、
計
画
的
な
訓
練
の
実
施
、
危
機
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
更
新
整
備
な
ど
万
一
の
事
態

に
即
応
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
を
巻
き
込
む
事
件
・

事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
関
係
機
関

と
連
携
し
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
と
一
体
と
な

り
徹
底
し
た
安
全
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
学
校
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
は
、子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
第
一
に
考
え
、

必
要
な
対
策
の
継
続
と
感
染
状
況
を
踏
ま
え

た
適
切
な
教
育
環
境
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

◆
学
習
環
境
の
充
実

　
新
年
度
も
「
こ
ど
も
夢
基
金
」
事
業
や
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
放
課
後
体
験
事
業
を

継
続
し
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
成
長

の
た
め
の
多
様
な
活
動
を
後
押
し
し
ま
す
。

　
中
学
生
の
海
外
研
修
事
業
は
、
昨
年
度
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
実

施
を
断
念
し
ま
し
た
が
、
国
際
化
・
情
報
化

社
会
の
中
で
柔
軟
に
対
応
で
き
る
自
主
・
自

発
的
な
人
材
育
成
の
た
め
、
情
勢
を
見
極
め

な
が
ら
機
会
の
提
供
を
目
指
し
ま
す
。

　
国
際
交
流
事
業
は
、
国
際
交
流
員
に
よ
る

幼
稚
園
・
小
学
校
で
の
外
国
語
活
動
や
中
学

校
で
の
外
国
語
指
導
補
助
、
保
育
園
の
イ
ベ

ン
ト
参
加
、
教
育
委
員
会
で
の
英
会
話
教
室

な
ど
を
展
開
し
て
お
り
、
１
人
で
も
多
く
の

住
民
の
み
な
さ
ん
と
接
す
る
機
会
の
充
実
を

図
る
ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
状
況
が
改
善
さ
れ
た
場
合
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

（
国
際
協
力
機
構
）と
の
連
携
事
業
を
再
開

し
、
誰
も
が
身
近
に
国
際
感
覚
に
親
し
め
る

環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
宮
城
県
東
松
島
市
と
の
「
ど
ん
ぐ
り
子
ど

も
交
流
事
業
」
に
つ
い
て
も
、
今
年
度
の
実

施
は
今
後
の
状
況
に
左
右
さ
れ
ま
す
が
、
節

目
と
な
る
30
回
目
の
交
流
を
、
本
村
を
会
場

に
成
功
へ
導
く
べ
く
準
備
を
進
め
ま
す
。

　
地
域
の
課
題
を
解
決
し
持
続
的
な
発
展
へ

つ
な
げ
る
た
め
に
、
将
来
の
リ
ー
ダ
ー
と
な

る
青
少
年
の
育
成
事
業
を
継
続
し
ま
す
。

　
成
人
教
育
は
、
豊
か
な
暮
ら
し
の
実
現
の

た
め
社
会
教
育
講
座
を
実
施
し
、
自
主
的
な

活
動
へ
結
び
付
く
よ
う
、
講
座
内
容
を
工
夫

し
な
が
ら
学
習
機
会
の
提
供
を
継
続
し
ま
す
。

　
高
齢
者
の
学
び
と
交
流
の
場「
末
広
学
級
」

も
、
学
習
発
表
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
各

世
代
と
の
社
会
交
流
事
業
を
通
じ
た
生
き
が

い
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興　

　
本
村
の
文
化
活
動
は
、
各
種
サ
ー
ク
ル
に

加
え
、
幅
広
い
年
代
で
構
成
さ
れ
る
郷
土
芸

能
伝
承
も
活
発
に
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
引

き
続
き
支
援
を
行
い
活
動
の
持
続
的
発
展
を

図
る
ほ
か
、
成
人
講
座
の
内
容
を
熟
慮
し
新

た
な
活
動
発
足
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　
「
総
合
誌
さ
ら
べ
つ
」
は
、
本
村
に
関
わ

る
方
々
の
想
い
が
綴
ら
れ
、
歴
史
あ
る
本
誌

が
文
化
振
興
に
果
た
す
役
割
は
大
き
い
た

め
、
今
年
度
も
発
刊
を
継
続
し
ま
す
。

綱
や
４
年
目
を
迎
え
る
第
６
期
総
合
計
画
に

基
づ
き
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
の
連
携
体
制

を
一
層
推
進
し
、
本
村
教
育
の
充
実
・
発
展

に
取
り
組
む
所
存
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
し
て

は
文
部
科
学
省
が
示
し
て
い
る
「
学
校
の
新

し
い
生
活
様
式
」
を
基
軸
に
感
染
防
止
対
策

を
講
じ
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
に
停
滞
が
生

じ
な
い
よ
う
最
大
限
の
対
応
を
図
り
ま
す
。

Ｉ

◆
小
・
中
学
校
教
育
の
充
実

　
高
度
な
情
報
化
は
生
活
を
便
利
に
す
る
一

方
、
信
頼
で
き
る
情
報
を
見
極
め
正
し
く
活

用
す
る
力
を
身
に
付
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
最
大
限
活
用
し
な
が
ら
、
全
て

の
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
引
き
出
す
個
別

最
適
な
学
び
と
協
働
的
な
学
び
を
実
現
す

る
、
誰
１
人
取
り
残
す
こ
と
の
な
い
「
令
和

の
日
本
型
学
校
教
育
」
を
構
築
し
ま
す
。

　
中
学
校
で
も
必
修
化
さ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
育
に
よ
り
思
考
を
育
み
、
未
来
を
た

く
ま
し
く
切
り
拓
く
力
の
醸
成
を
図
り
ま
す
。

　
昨
年
度
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

な
ど
の
影
響
で
中
止
と
な
っ
た
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
は
、
ほ
っ
か
い
ど
う
チ
ャ
レ

ン
ジ
テ
ス
ト
と
併
せ
て
引
き
続
き
検
証
改
善

サ
イ
ク
ル
に
位
置
付
け
、
全
て
の
子
ど
も
た

ち
の
学
習
内
容
の
定
着
を
図
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
専
門
的
事
項
の
指
導
に
あ
た
る

た
め
、
中
札
内
村
と
の
共
同
に
よ
る
学
校
教

育
指
導
主
事
を
継
続
し
て
配
置
し
、
十
勝
教

育
局
の
指
導
訪
問
と
併
せ
て
、
義
務
教
育
９

年
間
を
見
通
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
確
立
と
、
主
体
的
・
対
話
的
で
深

い
学
び
の
実
現
に
向
け
た
授
業
改
善
を
行

い
、
生
き
る
力
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

　
外
国
語
教
育
は
、教
科
化
さ
れ
た
小
学
５・

６
年
生
の
授
業
に
は
外
国
語
指
導
助
手
を
、

３・
４
年
生
の
外
国
語
活
動
と
中
学
校
の
教

科
に
は
国
際
交
流
員
が
引
き
続
き
授
業
に
入

り
、
今
年
度
か
ら
は
中
札
内
村
と
共
同
で
、

小
学
生
の
外
国
語
活
動
・
外
国
語
科
に
加
配

の
専
科
教
員
を
配
置
し
て
更
な
る
充
実
を
図

り
、
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
基
礎
と
な
る
資
質・能
力
を
育
成
し
ま
す
。

　
キ
ャ
リ
ア
・
パ
ス
ポ
ー
ト
で
は
、
子
ど
も

た
ち
自
身
が
変
容
と
成
長
を
振
り
返
り
、
社

会
的・職
業
的
自
立
へ
の
姿
勢
を
養
い
ま
す
。

　
心
身
の
健
康
の
保
持
増
進
を
実
現
す
る
た

め
、
児
童
・
生
徒
の
発
達
段
階
を
考
慮
し
、

学
校
の
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
て
体
育
・
健

康
の
指
導
を
行
い
、
体
力
・
運
動
能
力
の
向

上
と
基
本
的
な
技
能
の
習
得
を
図
り
、
家
庭

や
地
域
社
会
と
連
携
し
、
日
常
の
体
育
・
健

児
期
に
ふ
さ
わ
し
い
生
活
が
展
開
さ
れ
る
よ

う
十
勝
教
育
局
の
協
力
を
得
て
一
層
の
指
導

改
善
を
行
い
、
地
域
・
保
護
者
の
信
頼
に
応
え

る
時
代
に
即
し
た
教
育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

◆
学
校
給
食
の
推
進

　
学
校
給
食
は
、
児
童
・
生
徒
の
心
身
の
健

全
な
発
達
に
資
す
る
重
要
な
役
割
を
果
た
す

も
の
で
す
。
栄
養
教
諭
に
よ
る
適
切
な
献
立

の
作
成
は
も
と
よ
り
、
給
食
時
間
な
ど
を
利

用
し
た
栄
養
指
導
を
継
続
し
、
望
ま
し
い
食

習
慣
の
涵
養
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
安
全
安
心
な
地
元
食
材
を
活
用
し

自
然
の
恩
恵
へ
の
理
解
を
深
め
る
「
ふ
る
さ

と
給
食
助
成
事
業
」
や
、
子
育
て
世
帯
の
負

担
軽
減
を
目
的
と
す
る
「
学
校
給
食
費
保
護

者
負
担
軽
減
事
業
」
を
引
き
続
き
実
施
し
、

豊
か
な
学
校
生
活
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

◆
更
別
農
業
高
等
学
校
へ
の
支
援

　
活
発
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
ス
ク
ー
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
で
は
、
毎
年
地
域
に
根

ざ
し
た
課
題
を
設
定
し
、
地
元
の
農
畜
産
物

を
使
っ
た
企
業
と
の
特
産
品
共
同
開
発
や
活

動
成
果
の
発
表
に
よ
る
村
の
魅
力
の
情
報
発

信
な
ど
、
本
村
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在

で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
す
。

　
幼
稚
園
や
各
学
校
の
教
育
活
動
に
も
協
力

い
た
だ
き
、
地
域
へ
の
奉
仕
活
動
の
取
り
組

み
、農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
へ
の
出
場
な
ど
、

活
動
内
容
は
多
方
面
か
ら
高
い
評
価
を
得
て

お
り
、
本
村
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
学
校

で
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
生
徒
確
保
や
活
動

発
展
な
ど
教
育
振
興
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

社
会
教
育
の
推
進

　
総
合
文
化
祭
は
、
文
化
活
動
の
成
果
を
発

表
で
き
る
貴
重
な
機
会
で
あ
る
た
め
、
開
催

が
可
能
な
環
境
が
整
っ
た
場
合
は
事
業
の
推

進
に
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
村
の
文
化
振
興
に
大
き
く
寄
与
す

る
文
化
振
興
公
演
事
業
を
広
く
周
知
し
募
集

に
努
め
ま
す
。

　
図
書
室
は
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
と
予
算
の

中
、
村
民
の
み
な
さ
ん
が
気
軽
に
利
用
で
き

る
よ
う
運
営
に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、
更
な

る
充
実
へ
向
け
た
要
望
も
寄
せ
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
蔵
書
の
適
正
な
選
定
・
管
理
を
は
じ

め
、
相
互
貸
借
制
度
に
よ
る
他
図
書
館
か
ら

の
貸
出
を
活
用
し
、
利
用
者
の
利
便
性
向
上

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
認
定
こ
ど
も
園
上
更

別
幼
稚
園
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
で
の
移
動
図

書
、
図
書
室
で
の
読
み
聞
か
せ
事
業
や
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
継
続
実
施
し
、
子
ど
も
た
ち
が

本
に
親
し
む
機
会
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

　
北
海
道
天
然
記
念
物
ヤ
チ
カ
ン
バ
は
、
保

護
地
区
で
の
生
息
追
跡
調
査
を
行
い
、
同
種

が
生
息
す
る
他
自
治
体
の
取
り
組
み
も
参
考

に
、
貴
重
な
文
化
財
の
保
全
に
努
め
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
は
、
村
民
の
心
身
の
健
康

保
持
の
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
は
必
要
不
可
欠
な

も
の
で
す
。今
後
の
状
況
に
も
よ
り
ま
す
が
、

感
染
防
止
対
策
を
取
っ
た
中
で
の
各
団
体
の

自
主
的
な
活
動
を
最
大
限
支
援
し
、
日
常
的

な
体
力
づ
く
り
に
資
す
る
た
め
、
関
係
各
位

協
力
を
得
な
が
ら
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を

図
り
ま
す
。

　
社
会
体
育
施
設
は
、
村
民
が
気
軽
に
利
用

で
き
る
よ
う
、
適
切
な
維
持
管
理
と
設
備
の

更
新
に
努
め
ま
す
。

学
校
教
育
の
推
進

令和３年度令和３年度
教育行政教育行政
執行方針執行方針
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　旅立ちの季節３月。村内の各学校や幼稚園、保育園でそれぞ
れ卒業式、卒園式が行われました。子どもたちは、仲間や家族
への感謝の気持ちと新たな出会いへの期待を胸に歩み始めます。

卒業式・卒園式

３/26　認定こども園上更別幼稚園 ３/23　更別小学校

３/１　更別農業高等学校３/24　上更別小学校

３/25　更別幼稚園

３/７　どんぐり保育園

３/15　更別中央中学校

89



人事異動のお知らせ ４月１日付の人事異動と、３月31日付の退職者をお知らせします。　
※ (　) 内は異動前の部署

◇企画政策課長(産業課長)
本内　秀明

◇産業課長(議会事務局事務局長)
髙橋　祐二

◇総務課長補佐(教育委員会事務局主幹兼社会教育係長)
伊東　秀行

◇産業課長補佐(産業課長補佐兼農業基盤係長兼林務係長)
井内　浩路

◇住民生活課長補佐(住民生活課長補佐兼環境衛生係長)
岡田　昌展

◇保健福祉課長補佐兼国保介護係長(総務課長補佐)
髙瀨　大輔

◇総務課広報係長(企画政策課地域開発係長)　
川上　絵理

◇企画政策課地域開発係長(住民生活課住民税係長兼資産税係長)
八木　俊宏

◇産業課農業振興係長(産業課農政係長)
吉井　敬紀

◇産業課耕地森林係長(産業課畜産係長)　
道券　龍二

◇住民生活課税務係長(総務課財政契約係主任)
永井　有美

◇住民生活課住民生活係長(住民生活課住民活動係長兼広報統計係長)
山角　竹志

◇住民生活課出納係長(出納課出納係長)
佐藤　　亨

◇建設水道課土木車両係長(建設水道課道路維持車両係長兼土木係長)
中村　　清

◇保健福祉課福祉係長(保健福祉課国保医療係長)
鑓水　千惠

◇保健福祉課保健推進係長(保健福祉課包括支援係長)
竹村　友美

◇診療所総務係主査
　(住民生活課環境衛生係兼住民活動係兼広報統計係主査)

田中　　聡
◇総務課財政契約係主任(保健福祉課国保医療係兼保健推進係主任)

森場　容子
◇企画政策課政策調整係兼地域開発係主任(産業課農政係主任)

若原　　拓
◇産業課農業振興係主任(企画政策課政策調整係兼地域開発係主事)

尾花　圭市
◇住民生活課住民生活係主任(教育委員会事務局社会教育係主任)

柴田真奈美
◇住民生活課住民生活係主任(産業課農業基盤係兼林務係主任)

武川　泰幸
◇保健福祉課福祉係主任(教育委員会事務局学校教育係主任)

山下　浩平
◇総務課庶務係主事(診療所総務係主事)

小野山果菜
◇産業課耕地森林係主事(保健福祉課福祉係兼包括支援係主事)

能登　俊輔
◇住民生活課出納係兼税務係主事(議会事務局書記 )

加藤　廣衛
◇保健福祉課国保介護係主事(住民生活課戸籍窓口係主事)

三塚　汐里
◇十勝圏複合事務組合十勝市町村税滞納整理機構派遣
　(住民生活課住民税係兼資産税係主事)

佐藤　広貴

◆更別村人事

◇事務局長(企画政策課長)
佐藤　敬貴

◇書記(子育て応援課母子保健係兼子育て応援係主査 )
南雲　美幸

◆更別村議会事務局人事

◇保健福祉課保健推進係長　　　　　　　　木村　美幸
◇子育て応援課更別幼稚園主査　　　　　　田中　千春
◇住民生活課住民活動係兼広報統計係主事　 荒　 奏美
◇子育て応援課更別幼稚園フルタイム会計年度任用職員　鈴木　真琴

退職

◇学校給食センター所長(出納課長)
安部　昭彦

◇主幹(保健福祉課長補佐兼福祉係長兼介護保険係長 )
平谷　雄二

◇社会教育係長(社会教育係主任)
相澤　　慧

◇社会教育係主任(学校給食センター主任)
中島　浩之

◇学校教育係主事(住民生活課広報統計係兼住民活動係兼環境衛生係主事)
鬼頭　宏明

◆更別村教育委員会人事

◇庶務担当主幹兼予防担当主幹(庶務係長)
九本　伸二

◇消防担当主幹(庶務担当主幹兼警防担当主幹兼救急救助担当主幹)
小寺　　誠

◇庶務係長(消防団係長)
𠮷田　耕治

◇設備係長(救急救助係長)
斎藤　慎悟

◇保安係長(予防係主任)
川村　健太

◇救急救助係長(予防係長)
清水　祐一

◇設備係兼保安係係員(予防係係員)
森田　俊輝

◇保安係兼設備係係員(救急救助係係員)
佐々木祥優

◇庶務係係員(警防係係員)
高橋　尚椰

◇救急救助係係員(警防係係員)
井下翔大郎

◆とかち広域消防事務組合更別消防署人事

◇警防係員　　　　　　　　　　　　　　　荻内　大翔
新規採用

◇消防団担当主幹　　　　　　　　　　　　髙橋　浩善
◇予防担当主幹　　　　　　　　　　　　　安田　愛啓

退職

◇子育て応援課上更別幼稚園上席教諭　　　北村ひとみ
◇子育て応援課更別幼稚園教諭　　　　　　山田　朋美
◇保健福祉課保健師　　　　　　　　　　　木村　寿理
◇子育て応援課上更別幼稚園教諭　　　　　清水　理帆
◇住民生活課戸籍窓口係主事補　　　　　　町田知奈美

新規採用

４月より役場の課や係が一部変わりました

※このほかの課や係は３月までと変わりません。詳しい機構図は、広報５月号と合わせて配布予定です。

　村では、急激な社会情勢の変化や多様化する業務に対応し、限られた人員と財源の中で安定した住民サービスを
効率的に提供できるように、組織機構を一部見直しましたのでお知らせします。

　出納課を廃止し、住民生活課と統合しました。
　出納業務は住民生活課出納係で行います。
　※出納窓口の場所は３月までと同じです。

■課の統廃合

■係の再編
３月まで

出　納　課 出納係

住民生活課

広報統計係
(広報広聴業務)
広報統計係
(統計業務)
住民活動係
環境衛生係
住民税係
資産税係

４月から

住民生活課出納係

総務課広報係

住民生活係

税務係

３月まで

産業課

農政係
畜産係
農業基盤係
林務係

建設水道課
土木係
道路維持車両係

保健福祉課

国保医療係
介護保険係
包括支援係
保健推進係

４月から

農業振興係

耕地森林係

土木車両係

国保介護係

保健推進係

３月まで
住民生活課
出　納　課

４月から

住民生活課

　
３
月
31
日
で
退
任
し
た
西
海
健
前
副
村
長
よ
り
、
村
民
の
み
な
さ
ん
へ
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

副
村
長
退
任
の
ご
挨
拶

　
令
和
元
年
６
月
の
赴
任
以
降
、
副
村

長
と
い
う
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
３
月
末
日
を
も
っ
て
退
任

い
た
し
ま
し
た
。

　
村
民
の
皆
様
に
は
、
数
々
の
温
か
い

お
言
葉
や
ご
助
言
を
い
た
だ
き
、
な
ん

と
か
勤
め
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
任
期
の

後
半
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
皆
様
と
直

接
お
会
い
す
る
機
会
が
激
減
し
て
し
ま

っ
た
こ
と
が
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
村
長
は
じ
め
職
員
の
皆
様
に

は
、
慣
れ
な
い
環
境
で
戸
惑
い
も
あ
っ

た
私
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
改

め
て
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
責

任
を
も
っ
て
村
政
に
携
わ
る
皆
様
の
姿

に
感
銘
を
受
け
、
ま
た
多
く
を
学
ば
せ

て
い
た
だ
い
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
振
り
返
れ
ば
、
皆
様
か
ら
期
待
さ
れ

た
ほ
ど
の
お
役
に
立
て
た
の
か
、
甚
だ

心
も
と
な
い
思
い
も
い
た
し
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
関
わ
っ
て
き
た
地
域
政
策
の

業
務
に
、
副
村
長
と
い
う
立
場
で
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
私
に
と

っ
て
大
き
な
経
験
・
財
産
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　
４
月
か
ら
は
、
北
海
道
総
合
政
策
部

に
戻
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
思
い
出
が

詰
ま
っ
た
こ
の
地
を
離
れ
る
の
は
寂
し

い
限
り
で
す
が
、
今
後
は
更
別
村
Ｏ
Ｂ

の
誇
り
を
も
っ
て
道
政
に
貢
献
し
て
ま

い
る
所
存
で
す
。

　
最
後
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
心
か
ら
祈
念
し
退
任
の
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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　社会福祉関係団体の職員としての永年のご活躍が認
められ、岡美輝さん(更別区 )が、社会福祉関係功労
者等北海道十勝総合振興局長表彰を受賞しました。
　岡さんは平成９年 4月から村社会福祉協議会の職員
として、平成 23年４月から今年３月までは事務局長
として勤められ、村の社会福祉活動に尽力されました。
　岡さんは「高齢者や障がいのある方が自分たちでさ
まざまな活動ができるように企画・支援してきました。
周りのみなさんのおかげであり、恩返しをしていきた
いです」と話していました。

社会福祉関係

功労者表彰を受賞農地の転用には許可が必要です
許可を受けない無断転用は農地法違反です !!

●問い合せ　農業委員会事務局　☎ 52-2116

　農地を農地以外のものにすることで、例えば住宅や農
業用施設、道路などの用地に転換することです。

■農地の転用とは？

　農業生産の基盤である農地は、食料の安定的供給を図
る上で重要な役割を担っています。
　優良な農地を確保し、農地の利用関係を調整すること
により、農業生産の増大を図るため、農地の転用には農
地法の許可が必要となっています。

■なぜ許可が必要？

　農地を転用する場合、４㌶以下の転用は村農業委員会
長、４㌶超の転用は北海道知事の許可が必要です。
　転用する面積や事業の目的などにより申請から許可ま
での期間が異なりますので、農地転用の計画がある場合
はお早めに農業委員会までご相談ください。

■農地を転用したいときは？

　一時的に資材置き場などに利用する場合や、農地の砂
利・土砂を採取する場合も転用に該当しますので、許可
が必要です。

■一時的な農地転用は？

　農地を無断で転用した場合は、工事の中止や農地への
原状回復命令、さらには３年以下の懲役または 300 万
円以下の罰金などの罰則が適用される場合がありますの
で、必ず手続きをお願いします。

■許可を受けない転用は？

　村内のほとんどの農地は、農業振興地域整備計画の農
用地区域に指定されているため、その区域内の農地を転
用することは原則として認められていません。
　農地を転用する場合は、農用地区域からの除外または
用途変更が必要です ( 役場産業課が窓口です )。

■転用手続きの前に確認を！

　農地の転用だけでなく、売買や貸借の予定がある場合
は、お早めに農業委員会までご相談ください。

■まずは農業委員会へ相談を！

　村では、住民主体で地域の課題解決や地域の活性化を目的とした協働のまちづくり事業を実施しています。
　みなさんの豊富なアイデア、発想を活かして更別村を元気にする事業を提案してみませんか。詳しくは住民生活
課までお気軽にご相談ください。

●問い合せ　住民生活課住民生活係　☎ 52-2112

　村に活動拠点を有し、村内で実施する地域の課題
解決や地域の活性化を目的とした事業を行う団体
※５名以上で構成する法人および任意団体で、規約
　などを有していること

助成対象者

協働のまちづくり事業協働のまちづくり事業のご案内

●助 成 金
　１事業 50万円 ( 交付限度額 )
●対象経費　
　事業に直接関係のある経費のうち消耗品費、印刷
　製本費、通信運搬費など

助成金・対象経費

●地域コミュニティに関する事業
●防災の推進および消防体制の充実に関する事業
●自然環境の保全、緑化の推進に関する事業
●循環型社会の形成に関する事業
●教育の振興に関する事業
●地域の活性化に資する事業
●村民の健康づくりに資する事業
●その他村長が特に必要と認める事業
【事業例】
　講習会や講演会、イベントの開催、地域活動など
※営利を目的とする事業、ほかの補助金に該当する
　事業、定例のイベントやお祭りは対象外です。
※１団体につき年度内１回限りの助成となります。

助成対象事業

夢大地さらべつ推進委員会
公募委員を募集します

　夢大地さらべつ推進委員会は、村の総合計画やまち・ひと・
しごと創生総合戦略などに広く村民のみなさんの意見を反
映し、村民参加による村づくりを進めるための委員会です。
　委員会は公益代表、学識経験者、公募委員で構成され、
村長の諮問に応じ、総合計画などの策定とその実施に必要
な調査や審議を行います。
　多くの村民のみなさんに村政へ参加していただくため
に、次のとおり公募委員を４名募集します。

●問い合せ
夢大地さらべつ推進委員会事務局(企画政策課政策調整係)
☎ 52-2114

　令和３年６月１日～令和５年５月31日(２年)
委員任期

　応募が４名を超える場合は、村長からの指名となります。
選考方法

　５月７日(金)までに事務局へご連絡ください。
応募方法

　村内在住の18歳以上の方
応募資格

　
４
月
よ
り
新
た
な
指
定
管
理
者
に
よ
る
施

設
管
理
を
開
始
し
た
「
更
別
村
地
域
創
造
複

合
施
設
」。
み
な
さ
ん
に
親
し
み
を
も
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
、
愛
称
を
２
月
10
日
か
ら
２

月
26
日
に
か
け
て
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
十
勝

管
内
よ
り
37
案
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

村
と
株
式
会
社
オ
カ
モ
ト
に
て
選
考
を
行

い
、
村
内
在
住
の
太
田
佳
来
さ
ん
の
「
さ
ら

パ
ー
ク
」
を
最
優
秀
賞
に
選
定
。
施
設
の
愛

称
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
４
月
１
日
に
役
場
で
表
彰
式
を
行
い
、
受

賞
者
へ
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
西
山
村

長
は
「
村
内
外
の
集
い
の
場
と
し
て
ぴ
っ
た

り
な
素
晴
ら
し
い
名
称
で
す
」
と
述
べ
、
太

田
さ
ん
は
「
多
く
の
人
が
集
ま
る
楽
し
い
更

別
の
広
場
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
」
と
受
賞

の
喜
び
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

写真左から株式会社オカモト黒川常務、太田さん、
松前さん、西山村長

地
域
創
造
複
合
施
設
愛
称
決
定
！

●
最
優
秀
賞

　
「
さ
ら
パ
ー
ク
」　

　
太
田
佳
来
さ
ん（
若
葉
町
）

●
優
秀
賞

　
「
コ
ム
タ
ウ
ン
」

　
鈴
木
幸
子
さ
ん（
音
更
町
）

●
第
３
位

　
「
S
U
V
I
C（
ス
ー
ビ
ッ
ク
）」　

　
松
前
正
子
さ
ん（
本　
町
）

受
賞
者
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「サッチャル館」に
来てみませんか？

村では、障がいのある方々がお話しをしたり、畑作りや

調理、手芸工作などの手作業などを中心に、利用する方に

合わせた日中活動を行っています。

　アットホームな環境でのんびりと活動できます。ぜひ１

度見学にお越しください。

利用を希望される方は利用登録が必要です。保健福祉課

までお申し込みください。

●開催日　　毎週火・金曜日　10時00分〜15時00分

●利用料　　１回 100 円

●問い合せ　保健福祉課福祉係　☎ 53-3000

日中活動支援事業

◇１日の活動内容

10:00 〜
集合

午前の活動

11:00 〜 昼食作り

12:00 〜 昼食・休憩

13:00 〜
食器片付け

午後の活動

15:00 終了・帰宅

　村では、令和３年度から令和５年度までの３か年を計画
期間とする「第５期いきいきふれあい計画 ( 更別村障がい
福祉計画 )」を策定しました。

●問い合せ
　保健福祉課福祉係　☎ 53-3000

　この計画は、障害者基本法や障害者の日常生活及び社会
生活を総合的に支援するための法律、児童福祉法の規定に
基づき策定したもので、村の障がい者・障がい児施策推進
の指針となります。
　内容は、身体や知的、精神に障がいのある方やその家族
などに実施したアンケート結果、自立支援協議会からの意
見聴取などを参考に策定しました。

　計画書は、役場や福祉の里
総合センター ( 保健福祉課 )、
老人保健福祉センター、農村
環境改善センター図書室、村
のホームページで閲覧するこ
とができます。

第５期
いきいきふれあい計画を策定

介護保険制度のお知らせ 所得段階 対　象　者 保険料率 保険料(年 )

第１段階 住
民
税
非
課
税
世
帯

・生活保護の受給者
・老齢福祉年金受給者
・課税年金収入と合計所得

金額の合計が80 万円以下

基準額×0.50 34,200円

第２段階
課税年金収入と合計所得金
額の合計が80万円超 120
万円以下

基準額×0.75 51,300円

第３段階 第１段階と第２段階に該当
しない

基準額×0.75 51,300円

第４段階

住
民
税
課
税
世
帯

本人非課税で、本人の課税
年金収入と合計所得金額の
合計が80万円以下

基準額×0.90 61,500円

第５段階
本人非課税で、本人の課税
年金収入と合計所得金額の
合計が80万円超

基準額 68,400円

第６段階 本人課税で、合計所得金額が
120万円未満 基準額×1.20 82,000円

第７段階 本人課税で、合計所得金額が
120 万円以上210万円未満 基準額×1.30 88,900円

第８段階 本人課税で、合計所得金額が
210万円以上320万円未満 基準額×1.50 102,600円

第９段階 本人課税で、合計所得金額が
320万円以上 基準額×1.70 116,200円

●問い合せ　保健福祉課国保介護係　☎ 53-3000
(※)第１段階～第３段階の保険料は、見直し前と同様に、公費
　　負担による低所得者保険料の軽減が予定されています。

　65 歳以上の方 ( 第１号被保険者 ) の介護保険料は、
３年ごとに介護に必要な費用を推計して見直されること
になっています。村では、高齢者数の増加に伴うサービ
ス利用者数の増加などにより介護に必要な費用の増加が
見込まれるため、令和３年度より介護保険料を右表のと
おり改定しました。
　３年間の介護サービス見込量などにより保険料を積
算し、第８期の保険料基準月額を5,700円としました。
第７期の保険料基準月額と比較すると、200円の増とな
ります。なお、負担能力に応じた保険料段階は、国の標
準段階の９段階に設定しています。

■令和３年度から介護保険料の額を
　改定します

　村では、令和３年度から令和５年度までの３年間を計
画期間とする第８期計画を策定しました。
　計画書は村ホームページで公表しています。

■第８期更別村高齢者保健福祉計画・
　介護保険事業計画を策定しました

65歳以上のみなさんへ

軽減(※)
基準額×0.70

軽減(※)
基準額×0.50

軽減(※)
基準額×0.30 20,600円

34,200円

47,900円

リサイクルセンターからのお知らせ

　広報３月号に合わせて配布しました資源物分別ポス
ター「リサイクルセンターで受け入れている資源物」も確
認いただき、施設の正しい利用にご協力をお願いします。

●問い合せ　住民生活課住民生活係　☎ 52-2112

◆受入日
　火・木・土・日曜日 ( 年末年始を除く )
◆時　間　
　【４月～10 月】　８時 00 分～ 17 時 00 分
　【11 月～３月】　９時 00 分～ 16 時 00 分
※上記以外は敷地内立入禁止です。

受入日・時間を守ってください

◆木くず、木製品
・処理機械が故障する原因となりますので、ネジ
　や釘などの金属、ガラス、プラスチックなど木
　以外の部分は必ず取り除いてから出してくださ
　い。
・生木、木製品を問わず、長さは１ｍ以内にカッ
　トしてください。
・ペンキやタールといったニス以外で塗装された
　ものは、受入の対象外です。
◆無色のコンクリート、ブロック
・受入の対象は、無色のコンクリート、ブロック
　のみです。それ以外は対象外ですので絶対に置
　かないでください。
◆落ち葉、芝、花殻
・野菜や果物は対象外です。
◆金属ごみ
　金属が 80％以上のものが対象です。
　( 例 ) 自転車、金属なべ、フライパン

４月から受入を再開します

◆メーカーや回収業者、一部販売店へ引き取りを
　依頼してください
　(例)家電４品目(洗濯機・衣類乾燥機、テレビ、
　　　 冷蔵庫・冷凍庫、エアコン )、パソコン
◆販売店へ引き取りを依頼してください 
　(例)消火器、高圧ガスボンベ、金庫、バイク
◆大型ごみとして出してください
　(例)スキー板、ソファー

受け入れられない主なもの

　リサイクルセンターへ持ち込まれたものの持ち
出しを禁止しています。まだ使えそうなものが
あっても持ち帰らないでください。

資源物の持ち出しは禁止です

　処理機械が故障する原因となりますので、生ご
み以外は処理機械に入れないでください。誤って
生ごみ以外のものを入れてしまった場合は、必ず
作業員にお知らせください。
※処理機械に入れてはいけない主なもの
　鶏の骨、貝殻、とうもろこしの芯、ビニール袋、
　プラスチック製品、紙、凍結している生ごみ
◆生ごみから作った堆肥を、１袋 ( 約 15kg 入り )
　200 円で販売していますのでご利用ください。

生ごみの受入について

　持ち込まれる資源物の汚れが目立ってきていま
す。汚れているプラスチック容器類やペットボト
ル、空き缶、ビンなどは資源物として再生できな
いためお持ち帰りいただいています。事前にしっ
かりと洗浄し、乾燥させてから持ち込んでくださ
い。なお、汚れのひどいものは各家庭で燃やせな
いごみとして処分してください。

持ち込むときの注意点

　資源物を持ち込むときには、新型コロナウイル
ス感染症などの感染症対策として、マスクの着用
にご協力をお願いします。

感染症対策としてマスクの着用を

　帯広市の東日本冨士新道路株式会社よりデジタルサイネージを寄贈いただきました。
　寄贈いただいた品は農村環境改善センターに設置し、感染症対策のために有効に使わせていただきます。

ご厚意に感謝します
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これからの社会の原動力に
熱中小学校最後の卒業式

目指せ宇宙飛行士！
夜空の観察会を開催

地域おこし協力隊員が企画し、講師に JAXA 宇宙教
育リーダーの森秀夫さんを迎えた「夜空の観察会」が
農村環境改善センターで開かれ、16名が参加しました。

当初は国際宇宙ステーションや春の星座を観察する
予定でしたが、空が雲で覆われ、屋内での企画に変更。

参加者は、宇宙飛行士の適性試験で実施されたこと
があるという鏡に映る手元を見て星を描く作業や無地
のジグソーパズルを組む作業などを体験。苦戦しつつ
も、完成させようと目を輝かせていました。

十勝さらべつ熱中小学校の卒業式が地域創造セン
ターで開かれました。同校は拠点を移して十勝広域で
活動することになり、本村での最後の卒業式。

式では長澤秀行校長より卒業生へ卒業証書が手渡さ
れ、西山村長が「全国各地から更別に集い、さまざま
な化学反応を起こしてくれたことに感謝しています」
とあいさつ。

卒業生の方は「熱中小学校に通うことで自分を見つ
め直す良い機会になりました」と充実の表情でした。

3/20

いっぱいの本から知識を吸収
学びの場をプレゼント

コミュニティ・スクールの取り組みの一環として地
域の学びの活動を支える「みんなの学校応援団」。その
一員であるどんちゃん LC 会 ( 神成哲也会長 ) が更別小
学校へ図書とプレイルームマットを贈りました。
「どんちゃんルーム」と名付けられた場所は１・２年

生の教室前に設けられ、本を読んだり話をしたり思い
思いに過ごす児童たち。

神成会長は「喜んでくれて良かったです。今後も子
どもたちの成長を見守りたいです」と話していました。

最新技術で世界と結ぶ
５Ｇを活用した国際交流会

　５Ｇの活用によるライフスタイルの変化を体験
し、子どもたちに国際交流に興味を持ってもらう
きっかけ作りとして「５Ｇ × 多文化共生 in 子ども
の森」が開催されました。

交流会は、村と JICA 北海道 ( 帯広 )、ラオスの
JICA 事務所を中継。ラオスの文化・習慣にまつわる
クイズや植物の種を使ったゲーム、バナナの生産・
消費に関する朗読劇が行われ、子どもたちは積極的
に挑戦し、交流を楽しんでいました。

3/18

3/20

3/17

各課・施設の電話／メールアドレス →　総　務　課　☎ 52 − 2111　　soumu@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　企画政策課　☎ 52 − 2114　　kikaku@sarabetsu.jp

更別中央中学校２年の五十嵐悠和さんと斎藤陽色さ
んが教育委員会を訪れ、全道大会出場を報告しました。
　大会へ向けて、五十嵐さんは「お互いに声を掛け合い、
楽しみつつも勝ち上がりたいです」、斎藤さんは「初め
ての大きな舞台でいろいろと学び、貴重な機会を大切
にしたいです」と意気込みを語りました。
　荻原教育長は「日頃の練習の積み重ねの結果であり、
素晴らしく思います。仲間や周りの人への感謝を忘れ
ずに頑張ってください」と激励しました。

ICT( 情報通信技術 ) を活用した健康・見守りサポート
事業の結果報告会が開かれました。

事業は昨年 10 月から今年１月の４か月間行われ、参
加した 14 名が心拍数や血圧などを測定し、測定機器を
連携させたスマートフォンに結果が送られ日々のデー
タを蓄積。

全体を通して改善傾向の方が多く、参加した方は「家
族間でデータを共有して、より健康を意識するように
なりました」と感想を話していました。

日々の意識付けのきっかけに
健康・見守りサポート事業の報告会

大きな舞台で躍動
ソフトテニスで全道出場 3/43/9

VILLA
G

E
T

O
P

I
C
S

VIL
LA

G
E

T
O

P
I
C

S 村の

わだい
7days7days

　

３
月
16
日（
火
）、
更
別

中
央
中
学
校
の
１
年
生
が

「
さ
ら
べ
つ
さ
ん
う
ど
ん
」

の
製
造
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
地
産
地
消
を
学
ぶ
機
会
と

し
て
行
わ
れ
、
生
徒
た
ち
は

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
指

導
の
も
と
、
麺
に
コ
シ
を
出

す
足
踏
み
や
生
地
を
伸
ば
し

て
均
等
に
切
る
作
業
、
袋
詰

め
を
体
験
。

　
一
生
懸
命
に
力
を
込
め
て

作
っ
た
う
ど
ん
。
そ
の
お
味

は
い
か
が
で
し
た
か
？
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振
替
納
付
日
の
前
日
ま
で
に
預

　
貯
金
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し

　
ま
す
。
ま
た
、
所
得
税
・
復
興

　
特
別
所
得
税
の
振
替
納
付
日
が

　
延
納
期
限
と
同
一
日
と
な
る
た

　
め
、
確
定
申
告
書
に
延
納
届
出

　
額
を
記
載
し
た
場
合
で
あ
っ
て

　
も
、
振
替
納
付
日
に
確
定
申
告

　
に
基
づ
き
納
付
い
た
だ
く
税
額

　
の
全
額
が
引
落
し
さ
れ
ま
す
。

︻
期
限
内
に
納
付
で
き
な
か
っ
た
場
合
︼

　
期
限
内
に
納
付
で
き
な
か
っ
た

場
合
や
振
替
納
税
が
で
き
な
か
っ

た
場
合
に
は
、
延
長
後
の
納
期
限

（
４
月
15
日
）の
翌
日
か
ら
納
付

す
る
日
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
延

滞
税
が
か
か
り
ま
す
。

こ
の
場
合
、
金
融
機
関（
日
本
銀

行
歳
入
代
理
店
）ま
た
は
税
務
署
の

納
税
窓
口
で
本
税
と
延
滞
税
を
納

付
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
納
付
書
は
、
税
務
署
ま
た
は
金

融
機
関
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
窓
口
で
の
納
付
以
外
に

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
や
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
利
用
し
た
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
納
付
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
税
務

署
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

帯
広
税
務
署

　
　
　
　
　
　
☎
24
・
２
１
６
１

で
受
験
資
格
と
申
込
方
法
を
必
ず

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

１
次
試
験
（
一
般
教
養・適
性
）

　
５
月
30
日（
日
）

※
２
次
試
験
以
降
の
日
程
は
試
験

　
案
内
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
試
験
区
分

大
学
卒
、短
大
卒
、救
急
救
命
士

●
採
用
人
数

試
験
案
内
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

と
か
ち
広
域
消
防
局
庁
舎

　
（
帯
広
市
西
６
条
南
６
丁
目
３

　
番
地
１
）　
ほ
か

４
月
19
日（
月
）~
５
月
10
日（
月
）

　
に
、
採
用
試
験
申
込
書
と
郵
便

　
は
が
き
を
同
封
し
、
左
記
ま
で

　
持
参
ま
た
は
郵
送
で
お
申
し
込

　
み
く
だ
さ
い
。

と
か
ち
広
域
消
防
局

　
　
　
　
　
総
務
課
人
事
給
与
係

〒
０
８
０-

０
０
１
６

帯
広
市
西
６
条
南
６
丁
目
３
番
地
１

消
防
局
庁
舎
３
階

　
　
　
　
　
　
☎
26
・
９
１
２
１

　
お
早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し

　
ま
す
）。

◆
第
３
号
被
保
険
者

　
第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ

　
て
い
て
、
年
収
１
３
０
万
円
未

　
満
の
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
配

　
偶
者
の
方
で
す
。
加
入
手
続
き

　
は
、
第
２
号
被
保
険
者
の
勤
務

　
先
を
経
由
し
て
行
い
ま
す
。

帯
広
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
☎
25
・
８
１
１
３

　
住
民
生
活
課
戸
籍
窓
口
係

　
　
　
　
　
　
☎
52
・
２
１
１
２

︻
振
替
納
付
日
に
つ
い
て
︼

　
令
和
２
年
分
の
確
定
申
告
期
限

が
４
月
15
日（
木
）に
延
長
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
振
替
納
税
を
ご
利

用
さ
れ
て
い
る
方
の
振
替
納
付
日

が
次
の
と
お
り
延
長
さ
れ
ま
す
。

◆
所
得
税
・
復
興
特
別
所
得
税
の

　
確
定
申
告
分

４
月
19
日（
月
）⬇
５
月
31
日（
月
）

◆
個
人
事
業
者
の
消
費
税
・
地
方

　
消
費
税
の
確
定
申
告
分

４
月
23
日（
金
）⬇
５
月
24
日（
月
）

※
確
実
に
振
替
納
付
で
き
る
よ
う

　
国
民
年
金
は
誰
も
が
加
入
す
る

公
的
年
金
制
度
で
、
日
本
に
住
ん

で
い
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す

べ
て
の
方
は
国
民
年
金
に
加
入
す

る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　
加
入
者
は
職
業
に
よ
っ
て
３
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
加
入
手
続
き
が
異
な
り

ま
す
。
手
続
き
を
し
な
か
っ
た
場

合
は
、
将
来
年
金
を
受
け
ら
れ
な

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

◆
第
１
号
被
保
険
者

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
農
業
者

　
や
自
営
業
者
、
学
生
、
フ
リ
ー

　
タ
ー
、
無
職
の
方
な
ど
で
す
。

　
加
入
手
続
き
は
、
ご
自
身
で
住

　
所
地
の
役
場
の
国
民
年
金
窓
口

　
で
行
い
ま
す
。

◆
第
２
号
被
保
険
者

　
会
社
員
や
公
務
員
な
ど
厚
生
年

金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

　
加
入
手
続
き
は
、
勤
務
先
が
行

　
い
ま
す
（
会
社
を
退
職
し
た
と

　
き
は
、
第
２
号
被
保
険
者
か
ら

　
第
１
号
被
保
険
者
へ
の
変
更
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

●
応
募
資
格

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

　
入
隊
時
期
な
ど
詳
し
い
内
容
は

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

自
衛
隊
帯
広
募
集
案
内
所

　
　
　
　
　
　
☎
23
・
８
７
１
８

　
と
か
ち
広
域
消
防
事
務
組
合
で

は
、
令
和
４
年
４
月
１
日
採
用
予

定
の
消
防
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
試
験
案
内
は
、
消
防
局
総
務
課

と
十
勝
管
内
各
消
防
署
、
帯
広
市

役
所
１
階
総
合
案
内
で
配
布
し
て

い
る
ほ
か
、
と
か
ち
広
域
消
防
事

務
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　
お
申
し
込
み
前
に
、
試
験
案
内

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

に
ヒ
グ
マ
の
出
没
情
報
を
確
認
す

る
」
な
ど
の
ヒ
グ
マ
対
策
を
し
っ

か
り
と
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

産
業
課
農
業
振
興
係

　
　
　
　
　
　
☎
52
・
2
1
1
5

　
セ
ク
ハ
ラ
や
Ｄ
Ｖ
、
職
場
で
の

男
女
差
別
な
ど
、
人
権
に
関
す
る

困
り
ご
と
や
心
配
ご
と
が
あ
れ
ば

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
女

性
の
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
を
お

受
け
し
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

４
月
14
日（
水
）、７
月
14
日（
水
）、

９
月
15
日（
水
）、11
月
17
日（
水
）

　
各
日
と
も
13
時
00
分
か
ら
15
時

30
分
ま
で（
最
終
受
付
15
時
00
分
）

と
か
ち
プ
ラ
ザ
１
階
大
会
議
室

　
（
帯
広
市
西
４
条
南
13
丁
目
１
）

女
性
の
方
の
み

無
料

事
前
予
約
不
要

帯
広
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

　
　
　
　
　
　
☎
24
・
５
８
５
３

８
月
25
日（
水
）

13
時
30
分
か
ら
16
時
00
分
ま
で

帯
広
市（
会
場
は
受
験
票
で
通
知
）

　
村
で
は
、
良
質
な
水
道
水
を
供

給
す
る
た
め
毎
年
度
「
水
道
水
質

検
査
計
画
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

４
月
か
ら
の
計
画
内
容
や
こ
れ
ま

で
の
検
査
結
果
を
建
設
水
道
課
窓

口
と
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で

き
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
暮
ら
し
に
関
わ
る

水
道
水
の
検
査
計
画
・
結
果
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

建
設
水
道
課
上
下
水
道
係

　
　
　
　
　
　
☎
52
・
５
２
０
０

　
ヒ
グ
マ
に
よ
る
人
身
被
害
は
春

と
秋
に
多
く
発
生
し
て
お
り
、
被

害
の
３
分
の
２
は
山
菜
・
キ
ノ
コ

採
り
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
北
海
道
で
は
４
月
１
日
か

ら
５
月
31
日
ま
で
を
春
の
ヒ
グ
マ

注
意
特
別
期
間
と
定
め
、
注
意
啓

発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
入
山
す
る
と
き
は
「
食
べ
物
や

ご
み
は
必
ず
持
ち
帰
る
」、「
１
人

で
は
野
山
に
入
ら
な
い
」、「
事
前

学
校
教
育
法
第
57
条
に
規
定
す

　
る
者
で
、
多
数
人
に
対
し
て
飲

　
食
物
を
調
理
し
て
供
与
す
る
寄

　
宿
舎
、
学
校
、
病
院
な
ど
の
施

　
設
ま
た
は
飲
食
店
営
業
、
魚
介

　
類
販
売
業
、
そ
う
ざ
い
製
造
業

　
に
お
い
て
、
５
月
21
日（
金
）ま

　
で
に
２
年
以
上
調
理
の
業
務
に

　
従
事
し
た
者

６
９
０
０
円
の
北
海
道
収
入
証

　
紙
を
納
入

５
月
10
日（
月
）か
ら
21
日（
金
）

　
ま
で

※
受
験
願
書
は
４
月
上
旬
か
ら
配

　
布
予
定

帯
広
保
健
所
企
画
総
務
課
企
画
係

　
　
　
　
　
　
☎
27
・
８
６
３
８

　

令
和
３
年
３
月
分（
４
月
納
付

分
）か
ら
健
康
保
険
料
率
は
10
・

45
％（
プ
ラ
ス
０・04
ポ
イ
ン
ト
）、

介
護
保
険
料
率
は
１
・
80
％（
プ

ラ
ス
０
・
01
ポ
イ
ン
ト
）と
な
り

ま
す
。

　
健
康
保
険
料
率
と
介
護
保
険
料

率
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
、
ご
理

解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部

☎
０
１
１・７
２
６・０
３
５
２

国
民
年
金
の
加
入
手
続

き
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
保
険
料
率

改
定
の
お
知
ら
せ

水
道
水
の
水
質
検
査
結
果
を

閲
覧
で
き
ま
す

春
は
ヒ
グ
マ
に
ご
注
意
を

18各課・施設の電話／メールアドレス →　産　業　課　☎ 52 − 2115　　sangyou@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　ふるさと館　☎ 52 − 2211　　furusato@sarabetsu.jp

19 各課・施設の電話／メールアドレス →　住民生活課　☎ 52 − 2112　　jyuumin@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　建設水道課　☎ 52 − 5200　　kensetu@sarabetsu.jp

消
防
職
員
採
用
資
格
試
験

（
前
期
）の
お
知
ら
せ

募
集
種
目

受
付
期
間

試
験
日

一般曹候補生

５月 11 日 ( 火 ) まで

１次　５月22日 ( 土 ) 
２次　６月19日 ( 土 )

女
性
の
た
め
の

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

調
理
師
試
験
を
実
施
し
ま
す

自
衛
官
の

募
集
の
お
知
ら
せ
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総合誌「さらべつ」の
原稿を募集します

●応募資格
　村内の方、過去に住まわれた方など村にゆかりのある方
●募集作品
　提言・論説／文芸作品(小説・詩・俳句・随筆など)／芸術(書
道・絵画など)／腕自慢 ( 農作物・家畜など ) ／更別物語(昔
話・回顧録・歴史など)／その他(旅行記・生活記録など)
※文面以外の作品は写真出展となります。
●応募方法
　教育委員会で用意する原稿用紙 20 枚以内(Word デー
タも可)に住所、氏名を明記してお寄せください。
　短歌・川柳・俳句・詩以外には旧漢字や旧仮名遣いを用
いないようご留意ください。
※応募用紙はお返しできません。必要な方はコピーをお取
　りください。
●応募期限
　９月 30 日 ( 木 )
●問い合せ　
　教育委員会事務局社会教育係　☎ 52-3171

コミュニティプール開館！

●開館期間・時間
５月１日(土)～９月30日(木)　10時00分～20時00分

　火曜日休館(７・８月は休館日なし)
※新型コロナウイルス感染症への対策により変更になる
　場合があります。
●使用料
　大人310 円、高校生210円、小中学生100円
※村内にお住まいの高校生以下の方、更別農業高校生は
　無料。

開館初日は無料開放しますので、多くの方のご利用を
お待ちしています。

●問い合せ　
　教育委員会事務局社会教育係　☎ 52-3171

◆事故防止のため「遊泳50分」、「休憩10分」を守って
　ください。
◆衛生上の理由から、プールに入るときは水着に着替え、
　シャワーを浴びてください。
◆浮き輪やおもちゃは持込禁止です。浮き輪などは備え
　付けのものを利用してください。

注意事項

●問い合せ
　教育委員会事務局社会教育係　☎ 52-3171

※新型コロナウイルス感染症の状況により開催や活動の
　可否を判断いただくことになりますが、実施の予定が
　ある場合は、お早めにご相談ください。

【対象者】
　村内に住所を有する個人または団体
【対象経費】
　会場使用料や報償費、消耗品費など直接的経費に限る
【募集期間】
　令和４年１月28日 (金 )まで

　文化の振興と地域の活性化を図るため、自主的に行う
文化事業へ助成を行っています。

【対象事業】
◆文化の振興のための研修調査
◆講演会、展覧会、公演会、演奏会などの開催
◆そのほか教育委員会が適当と認める事業
【助成金額】
　事業費の２分の１以内とし、１事業100万円を上限
　(村予算の範囲内 )

文化振興公演等助成金
子どもたちが目標を持っていきいきと夢に挑戦し、豊
かな体験を充実できるようにぜひご活用ください。

【対象事業】
◆読書活動など健全育成に関する活動
◆自然観察や社会奉仕など体験に関する活動
◆宿泊学習など交流に関する活動
◆芸能・芸術鑑賞などの活動
◆社会教育活動 (少年団など )または学校教育活動 (部
　活動など )以外の多様な活動
【助成金額】
　事業費の８割以内とし、１事業100万円を上限
　(村予算の範囲内 )

こども夢基金

助成金と基金の共通事項

みなさんの
学びたい！挑戦したい！を支援します

児童文学・学習書ほか

え ほ ん新 着 図 書 案 内

更別村農村環境改善センター図書室だより 開館時間　９時 30分〜 18 時 00 分

休 館 日　火曜日および祝祭日 ( 日・月・土以外 )

住 所　更別村字更別南２線 96番地 11

　　　　　農村環境改善センター内

電 話　52− 3171本ごよみ本ごよみ

文学・一般書

今月の展示

■一般書コーナー

　『勉強がはかどる本』

■児童書コーナー

　『端午の節句の絵本』

　『おかあさんの絵本』

『電柱マニア』

須賀　亮行／著

電柱の製造過程や役

割、柱上設備などを

詳しく解説し、その

魅力を伝える１冊。

今月のおすすめ本

大型連休中の下記の日は休館します。ご迷惑をお掛

けしますが、何卒ご了承ください。

・４月27日(火)
・４月29日(木)
・５月４日(火)、５日(水)

大型連休中の休館日のお知らせ

20各課・施設の電話／メールアドレス →　議会事務局　☎ 52 − 2117　 gikai@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　農業委員会　☎ 52 − 2116　　nougyou@sarabetsu.jp

21 各課・施設の電話／メールアドレス →　保健福祉課　　　　　☎ 53 − 3000　　hoken@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　国民健康保険診療所　☎ 52 − 2301　　shinryousyo@sarabetsu.jp

今月の読みきかせ

4 月 17 日 ( 土 )　11 時 00 分〜 11 時 30 分

■『A Splendid Friend,Indeed』

　 ( 英語で読みきかせをします )

■『しまふくろうのみずうみ』
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消火栓や防火水槽周りの
除雪のご協力に感謝します

消防水利は火災が発生したとき、消火活動に必要な水を消防隊に供給するため
の重要な施設です。村内には全部で 83 基の消防水利があります ( 消火栓 41 基、
防火水槽 35 基、防火井戸７基 )。降雪時には消防職員が巡回し除雪作業を行って
いますが、周辺にお住まいのみなさんのご協力により除雪されている箇所が多数
あり、防災に対するご理解とご協力に感謝の気持ちを込めて、メッセージ看板を
設置しました。

更別村コミュニティ・スクール　アクションプラン

未来の子　みんなの絆で　輝く瞳
『コミュニティ・スクール(ＣＳ)』は、これからの時代を生きる子どもたちのために、学校と保護者、地域のみな
さんがともに知恵を出し合い、協働しながら成長を支えていく「地域とともにある学校づくり」を進める仕組みです。
　この仕組みを活かし、どのような子どもたちを育てていくかの目標や、実現するためにどのような取り組みを行っ
ていくかというビジョンが『アクションプラン』です。行政区長や保護者、教職員などへのアンケートをもとに、
村ＣＳ委員会、村内小中学校運営協議会、児童会、生徒会が熟議を重ねて令和３年３月に策定しました。

●自ら考え判断し、課題解決できる子ども
●コミュニケーション力のある子ども
●失敗から学べる子ども

学び

学校での
取り組み

◆子どもが自ら学びたくなる心をつかむ
　授業を展開する
◆伝え合い学び合う活動を充実させる
◆「分かった」「できた」と思える授業
　づくりをする

子どもの
取り組み ◆まちがえてもいいから発表する

家庭での
取り組み

◆家族の会話を大切にする
◆子どものやる気を引き出す声かけや
　サポートをする

地域での
取り組み

◆触れ合う機会を多くして、子どもと積
　極的にコミュニケーションをとる
◆学校や地域での子どもの学びを支援す
　る

●自分を大切にできる子ども
●思いやりのある子ども
●明るくあいさつができる子ども

心

学校での
取り組み

◆子どもが安心して過ごせる居場所をつ
　くる
◆異学年や地域との積極的な交流活動を
　行う
◆あいさつ運動を推進する

子どもの
取り組み ◆みんなに優しくする

家庭での
取り組み

◆感謝の言葉を伝える
◆子どもの良さをたくさん認める

地域での
取り組み

◆良いところは褒め、悪いときには叱る
◆大人が積極的にあいさつをする

●健康で元気な子ども
●チャレンジする子ども
●根気強くがんばる子ども

体

学校での
取り組み

◆体育の授業、行事、休み時間などで十
　分な運動の機会を確保する
◆食べることから体づくりの大切さを
　学ぶ (栄養学 )

子どもの
取り組み

◆いっぱい食べ、いっぱい運動し、いっ
　ぱい眠る

家庭での
取り組み

◆家族で体を動かす遊ぶ機会をつくる
◆子どものチャレンジを家族で見守り、
　応援する
◆家族みんなで規則正しい生活リズムを
　整える

地域での
取り組み

◆年齢に応じた運動に親しむ環境を継続
　的に保つ
◆少年団・部活動をいろいろな形で応援
　や支援をする

●「更別」が好きな子ども
●いつもどこかに「更別」がある子ども
●ふるさとを大切にする子ども

郷土
愛

学校での
取り組み

◆更別村の「人・もの・こと」を活用して、
　地域に深くかかわる機会を増やす
◆ふるさと教育の充実を図り、更別への
　理解を深める
◆ふるさと給食などを通じて、地場産品
　の良さを知る

子どもの
取り組み ◆地域の行事に参加する

家庭での
取り組み

◆地域の活動や行事に参加する
◆村のお店や施設をたくさん利用する
◆家族で「更別」を楽しむ

地域での
取り組み

◆子どもにとって安全で安心できる地域
　をつくる
◆更別の大自然に触れる機会をつくる

●問い合せ　村ＣＳ委員会事務局(教育委員会事務局)　☎ 52-3171

～未来を切り開く力をつけ ふるさとを愛し夢や希望に挑戦する更別の子どもを 地域総がかりで育てよう～

各課・施設の電話／メールアドレス →　教育委員会　　☎ 52 − 3171　　kyoui@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　子育て応援課　☎ 53 − 3700　　kosodate@sarabetsu.jp

23 各課・施設の電話／メールアドレス → とかち広域消防事務組合更別消防署 ☎ 52 − 2201　　syoubou@sarabetsu.jp
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総人口

3,155 人
（＋ 2 人）

男性

1,550 人
（± 0 人）

女性

1,605 人
（＋ 2 人）

世帯数

1,338世帯
（− 1 世帯）

地域安全ニュース

■更別村の交通死亡事故死ゼロ記録

　1,009 日 (3 月 31 日現在 )

■地域安全運動のお知らせ

　北海道内で公務員をかたり、還付金の入金手

続きのために ATM に行くよう指示をされる電話

が複数報告されています。

　ATM で手続きをしてもお金が戻って来ること

はありません。このような電話が来たときには

詐欺を疑い、ご家族や警察に相談しましょう。

戸籍の窓口

消費生活相談室よりお知らせ
　４月から当面の間、消費生活相談室の開設日時と場所が下記のとおり変更となります。
◆開設日
　毎週月曜日と木曜日 (祝祭日と年末年始を除く )　※初回は４月15日 (木 )です。
◆時　間
　13時 00分から16時 00分まで
◆場　所
　【４月26日(月)まで】中札内村農村環境改善センター　２階営農実習室東側
　　　　　　　　　　　(河西郡中札内村大通南２丁目３番地 )
　【５月６日 (木 )から】中札内村役場新庁舎　会議室３
　　　　　　　　　　　(河西郡中札内村東１条南１丁目２番地１)
◆相談員
　阿部祐子さん
　事前予約は不要です。インターネットに関するトラブルや訪問販売でお悩みのことがありましたら
お気軽にご相談ください。

●問い合せ　産業課商工労働観光係(ふるさと館)　☎ 52-2211
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感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

　
新
し
い
担
当
者
に
も
こ

れ
ま
で
と
同
様
に
温
か
い

ご
配
慮
を
い
た
だ
け
る
と

幸
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

広
報
さ
ら
べ
つ
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。（

鬼
頭
）

誕生おめでとう

小
こ に し

丹枝　　澪
みお

　 ちゃん　( 新栄町）拓也・智香

山
やま

　本
もと

　結
ゆ

　菜
な

 ちゃん　( 柏　町）敏史・亜衣
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